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１．研究計画の概要  
本研究はモジュライ空間の幾何学を種々の
観点から考察しその性質を究明し、無限可
積分系に応用することを目的として行う。
申請者はこれまでモジュライ空間と無限可
積分系との関係、特に共形場理論との関連
に重点を置いて研究を行い、さらに共形場
理論の応用としてモジュラー函手の構成と
実 3 次元多様体の不変量(位相的場の理論)
の研究を行ってきた。これらの研究では点
付き安定曲線のモジュライ空間の研究が重
要な働きをする。また、モジュライ空間は
数学の種々の側面で登場し、様々な分野に
応用されている。こうしたこれまでの研究
成果に基づき、モジュライ空間の研究を軸
として無限可積分系の様々な側面への応用
をはかり、理論の進展を目指す。 
 
２．研究の進捗状況  
(1)  上野は J.A. アンデルセンとの共同研究
で共形場理論を使って構成した位相的場の
理 論 が 、 群 が SL(n,C) の と き は
Rheshetikhin-Turaev が構成した位相的場の
理論と一致することの証明の簡易化を行っ
た。これと関連して、共形場ブロックのユニ
タリ構造を考察し、特にアフィン例̶代数の
表現のレベルを大きくしていったときのユ
ニタリ構造が、自然な構造を持つ可能性があ
ることを予想するに至った。 
(2) 上野は種数2の代数曲線の退化図形を底
空間として持つ重複ファイバーの構成を行

った。これは正標数の代数曲線族にのみ起こ
りうる特異な退化であり、また、モジュライ
空間の境界の点に対応する安定曲線の固定
点を持たない自己同型と関係している。現在
の所、多くの場合に具体的に重複ファイバー
を構成しているが、変形理論を使った構成を
模索中である。 
(3) モジュライ空間は様々な構造を持ち得
る。特に、剛幾何学的観点からの研究は、数
論的代数幾何学の観点からも重要である。加
藤文元のグループは剛幾何学の一般論を構
成し、現在、その基本理論を執筆中である。 
(4)加藤毅のグループは微分幾何学の観点か
ら無限可積分系とモジュライ空間の研究を
行っており、生命科学への応用を見込んだ研
究を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 
(理由) 
共形場理論と位相的場の理論のように一見
無関係に思われる理論に深い関係があるこ
とがわかり、その結果一方の理論で知られた
結果から他方の理論を見る手法が有効であ
ることが次第に明らかになってきている。ま
た、モジュライ空間の幾何学も種々の観点か
ら考察しており、興味ある結果が得られつつ
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現在の研究の方向を推し進める。特に、モジ

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間： 2007 ～ 2010 

課題番号：19340007 

研究課題名（和文）モジュライ空間の幾何学と無限可積分系への応用  

                     

研究課題名（英文） Geometry of moduli spaces and its application to infinite 

diemensional integrable systems 

研究代表者   

上野 健爾（UENO KENJI） 

    四日市大学関孝和数学研究所・研究員 

 研究者番号：40011655 

 



 

 

ュライ空間の境界からモジュライ空間の内
部を見る手法をさらに深めることによって、
現在の研究がさらに深まることが期待され
る。 
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